別紙１　　　　　　　　現場代理人の常駐義務緩和に係る申請書
	１　他の工事①

	発注機関
	

	担当課名
	

	工事番号・工事名
	第　　　　　号　　

	工事箇所
	

	工事概要
	

	契約額
	

	工期
	　　　年　　月　　日　　～　　　　　年　　月　　日

	※契約前で工期が定まっていない場合はこちらに記入すること
	開札(見積)予定日　　　年　　月　　日
予定工期　　　　  　　年　　月　  日から　　年　　月　　日まで

	主任技術者　氏名
	

	２　他の工事②

	発注機関
	

	担当課名
	

	工事番号・工事名
	第　　　　　号　

	工事箇所
	

	工事概要
	

	契約額
	

	工期
	　　年　　月　　日　　～　　　　　年　　月　　日

	※契約前で工期が定まっていない場合はこちらに記入すること
	開札(見積)予定日　　　年　　月　　日

予定工期　　　　  　　年　　月　  日から　　年　　月　　日まで

	主任技術者　氏名
	

	３　現場代理人　氏名

	上記予定現場代理人を、　第　　　号　　　　　　　　　　　工事（工期：   年   月   日 ～

     年    月 　日、契約額：￥　　　　　　　　円）の現場代理人とすることについて承認願います。

　　年　　月　　日

須賀川市長　
　　　　　　　　　　　　　　　　受注者　所在地

商　号　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者

	（発注機関承認欄）

上記配置予定現場代理人を当該工事の現場代理人とすることについて

１　承認します。

２　承認できません。

　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須賀川市長　　　　　　　　　　　　　　㊞

（承認された場合の留意点）

１　須賀川市発注工事における現場代理人の常駐義務緩和に関する運用基準「５　現場代理人が複数現場を兼務した場合の条件等」に定めた事項を履行することを条件とします。

２　契約締結時に、他の常駐義務緩和工事の発注機関からの承認書及び条件書等の写しを提出してください。なお、
本様式は須賀川市に申請するためのものであり、他の発注機関に申請する際は、当該発注機関が定めた手続きによ
ります。

３　他の発注機関の承認が得られなかった場合、承認は無効となります。


注1　申請書は2部提出すること。
注2　発注機関が異なる場合は、工事場所が分かる位置図等を添付すること。
（参考様式）

現場代理人の常駐義務緩和対象工事に係る連絡体制表
	受　注　者　名
	

	住　　　　　所
	

	電　話　番　号
	

	現場代理人
	

	携帯電話番号
	

	工事概要

	工事番号
	　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　
	　　　　　　　　　　

	工事名
	
	
	

	施工個所
	
	
	

	請負額
	
	
	

	工期
	　　　　　～
	　　　　　～
	　　　　　～

	担　当　課
	
	
	

	電話番号
	
	
	

	監督員
	
	
	

	現場責任者等連絡先

	主任技術者
	
	
	

	携帯番号
	
	
	

	責任者
	
	
	

	携帯番号
	
	
	

	その他の連絡先：

（安全衛生担当者、専門技術者等を記載すること。枠は必要に応じて増減すること。）　　　　　

	
	
	
	

	携帯番号
	
	
	

	
	
	
	

	携帯番号
	
	
	

	
	
	
	

	携帯番号
	
	
	


＊常駐義務緩和の承認を受けた場合には、連絡体制表を作成し、それぞれの監督員に提出すること。

＊緩和の対象が増えた場合には、関係するすべての監督員に提出すること。

